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1ま え が き

本県の枝物花木はサタラ,モモ,ウ メが主体で,栽培面

積約200 haに達し,県外出荷の比率もかなり高い。出荷時

期は冬期間であり,厳寒地へ輸送 した場合に輸送中や市場

での低温傷害による品質低下がしばしば問題となる。

本報告は花木の低温障害の資料を得るために,促成校の

低温傷害調査,荷作り方法による保温効果,輸送試験等を

行つた概要である

`

2 試 験 方 法

1 低温による傷害花発生状況を調査するため,ウ メ(冬
至梅 ),サ タラ(彼岸桜 ),モモ (矢 口桃 )の促成枝 (開

花初め)を 20mに切ってポリ袋に入れ,0,-3,-7℃ の

低温に一定時間 (図 2)遭遇させた。
2 荷作り方法による保温効果と低温傷害程度を知るた
めに,表 2の荷作り方法で,ウ メ,サクラ,モモを0,-3,

-7℃ の冷蔵庫内に入れ,荷作り内部の温度降下と傷害花

発生程度を調査 した。

3 サタラ(東海桜)を ,昭和52年 1月 15日 か ら促成を開
始し,2月 5日 (午前11時 )に表1の荷作り方法で包装を行

い,札幌市場へ保冷 トラックで輸送 (室温 0～ 5℃ )し ,

2月 8日 (午前10時 )に荷傷み調査を実施した。

表 1 トラッタ輸送の荷作り方法 (サクラ)

1こ ん包の東数

6試 験 結 果

1 低温遭遇時間と低温傷害状況
ウメ : -3℃ に48時間遭遇させても健全花が 70¢ 以
上もあり,出庫時に7ι弁の 1部が自く凍結していたが正常

な開花を得た。しかし-7℃ では遭遇時間を増す程傷害花

率が高まり,4時間遭遇までは健全花率50%以上,48時 間
で0%, 72時間では全花書が枯死した。
サクラ : 0℃ の遭遇では傷害花は少ないが,-3℃ で 1

時間以上遭遇すると健全花割合が少なくなった。 -7Cで
は30分間で被害が現われ,1時間以上遭遇すると全花書が

枯死した。

モモ : 処理期間中花の萎れと低温傷害が交錯して判然

としない面もあつたが, 0℃ の条件下では傷害花は少なか

った。-7℃では1時間以上の遭遇で全花薔を枯死させた。

2 荷作り方法による保温効果と低温傷害
ウメ: 荷作つた促成校を低温処理したが,促成枝をボ

ツフィルムで包んだ区,包装資材が厚く密閉度の高い荷作

り方法程,荷作り内部の温度降下が緩慢であり,枝重の減

少割合も低かつた。しかし低温処理区程,又,包装資材の

密閉度の高い荷作り方法が,温度降下による水摘が花菅や

荷作り資材の内壁に付着し凍結していた。

健全花割合は-7℃ 48時間の低温処理でも各荷作り区と

も70¢程度の健全花が得られ,密閉度の高い荷作り区程

低温傷害花割合を低くした。

荷作り資材の断熱効果を知るため,促成校の入つたダン

ポール箱と空ダンボール箱の温度降下状況を調べると,空

ダ/ボール箱は急激に温度が降下した。このことは促成枝

の品温や呼吸熱が荷作り内部の温度降下を抑制しているこ

とと考えれる。

サタラ : 低温処理した場合の荷作り内部の温度降下は

ウメとはぼ同じで,低温処理程荷作り方法による傷害花割

合の差は少なかつた。庫温-3℃ で処理 した場合,荷 作り

内部がOCに達する所要時間は10～ 23時間,-7Cで 6～

16時間であつた。低温処理48時間の傷害花割合は0℃ で
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ほとんどなかったが,-3C,-7℃ と温度が低い程低温傷
害程度を大きくした。荷作り内部の温度降下と傷害状況は

必ずしも一致していなかつたことは温度測定位置に問題が

あつたものと思われる。

そモ : 処理温度が低温程傷害花割合が高く,荷作り方
法による差はサタラとはぼ同傾向を示した。荷作り内部が

0℃ に達した所要時間は-3℃ で6(ポ リフィルム使用 )～
20時間,-7℃ 処理で5～ 10時間であり,40時間経 過す
ると各荷作り区とも庫温に近い値いを示 した。

低 温 遣 遇 時 間

図 1 荷作方法による保温効果 (サクラ)

表 2 荷作り方法による低温障害
稀 避雀了4き時間 )

3 札IIn市場出荷の荷傷み程度
荷作り後71時 間経過した促成枝の荷傷み程度は,ト ラ

ンク輸送でコンテナ内温を3～ 5℃ に保持したため,低
温傷害花は全く認めなかった。ただ落花書,花弁のスレ等
がダンシー ト荷作りに若干みられ,ポ リフィルムを用いた
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図 2 温度と低温遺遇時間による傷害花割合

荷作りは湿りが多かつた程度で,各荷作り方法とも商品価
値を低下する程の傷害花ではなかつた。

以上の結果から,ウ メの促成枝は耐寒性がサタラ,モモ
より高く,あ る程度花菅が凍結しても低温傷害花が少ない
のに対し,サ タラ,そ モは0℃ 以下に遭遇すると低温傷害
による品質低下が著しい。

荷作 り方法による低温傷害回避策は,荷作資材を厚くし,

密閉度を高くして保温効果を高めることによってある程度

は可能であるが,厳寒期にあっては,荷作り方法のみでな
く,輸送手段や市場での加温対策を施す必要があると思わ
れる。


